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１
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部
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長
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育
長

警
察

本
部

長
 

 
様

 
 

議
会

・
各

委
事

務
局

長

 
公

営
企

業
局

長

 
 

副
 

 
知

 
 

事

平
成

２
６

年
度

の
予

算
編

成
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

（
通

知
）

国
に

お
い

て
は

、
「

経
済

財
政

運
営

と
改

革
の

基
本

方
針

」
及

び
「

中
期

財
政

計
画

」
に

基

づ
く

経
済

再
生

と
財

政
健

全
化

の
両

立
に

向
け

た
取

り
組

み
や

、
強

い
日

本
、

強
い

経
済

、
豊

か
で

安
全

・
安

心
な

生
活

の
実

現
に

向
け

た
論

議
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
国

の
動

向
を

注
視

し
、

積
極

的
な

情
報

収
集

に
努

め
、

来
年

度
の

予
算

に
確

実
に

反
映

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
平

成
２

６
年

度
は

本
県

の
経

済
体

質
を

抜
本

的
に

強
化

す
る

た
め

の
第

２
期

産
業

振
興

計
画

の
折

り
返

し
を

過
ぎ

る
３

年
目

と
な

る
こ

と
か

ら
、

計
画

に
掲

げ
た

「
４

年
後

の
目

標
」

「
１

０
年

後
の

目
指

す
姿

」
の

実
現

に
向

け
て

、
取

り
組

み
の

更
な

る
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
を

図
り

、
全

力
で

挑
戦

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
県

政
の

最
重

要
課

題
で

あ
る

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

５
年

６

月
に

策
定

し
た

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

対
策

行
動

計
画

」
に

基
づ

き
、

県
民

の
皆

様
の

命
を

守
る

た
め

の
対

策
を

全
力

で
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
さ

ら
に

、
依

然
と

し
て

厳
し

い
県

経
済

や
雇

用
情

勢
に

配
慮

し
た

経
済

対
策

の
継

続
は

も
と

よ
り

、
「

日
本

一
の

健
康

長
寿

県
づ

く
り

」
や

「
教

育
の

充
実

と
子

育
て

支
援

」
な

ど
、

５
つ

の
基

本
政

策
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
を

解
決

し
て

い
く

た
め

、
具

体
的

な
成

果
を

追
求

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

基
本

政
策

に
横

断
的

に
関

わ
る

中
山

間
地

域
の

総
合

対
策

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
重

点
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。

一
方

で
、

本
県

の
財

政
状

況
は

、
現

時
点

で
の

試
算

で
は

中
期

的
な

財
政

運
営

に
一

定
の

目

処
が

立
っ

て
い

る
と

は
い

え
、

今
後

の
国

の
動

向
も

含
め

先
行

き
は

非
常

に
不

透
明

で
す

。
こ

の
た

め
、

平
成

２
６

年
度

予
算

編
成

に
当

た
っ

て
は

、
引

き
続

き
事

業
の

実
効

性
の

検
証

を
行

い
、

県
民

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
に

向
け

て
予

算
の

重
点

化
を

図
る

と
と

も
に

、
財

源
不

足
額

の
圧

縮
や

県
債

残
高

の
抑

制
に

努
め

、
財

政
健

全
化

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
職

員
一

人
ひ

と
り

が
こ

う
し

た
状

況
を

十
分

認
識

し
た

う
え

で
、

下
記

の
基

本
的

な
編

成
方

針
に

沿
っ

て
、

人
員

と
予

算
の

両
面

か
ら

大
胆

な
見

直
し

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。

記

１
 

県
民

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
と

財
政

健
全

化
の

推
進

の
両

立
を

図
る

予
算

編
成

（
１

）
平

成
２

６
年

度
予

算
編

成
に

お
い

て
は

、
既

存
事

業
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
を

徹
底

的
に

行
う

た
め

、
裁

量
的

経
常

経
費

に
マ

イ
ナ

ス
シ

ー
リ

ン
グ

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

課
題

解
決

先
進

県
を

目
指

し
た

新
た

な
事

業
へ

の
重

点
的

な
配

分
を

実
施

す
る

た
め

の
「

課
題

解
決

先
進

枠
」

を
拡

充
し

ま
す

。
事

業
の

見
直

し
に

当
た

っ
て

は
、

単
な

る
一

律
の

削
減

で
な

く
、

事
業

間
の

メ
リ

ハ
リ

に
も

十
分

に
留

意
し

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

通
じ

た
徹

底
し

た
見

直
し

を
行

っ
た

上
で

、
具

体
的

な
成

果
を

追
求

し
、

実
効

性
の

あ
る

事
業

の
構

築
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

「
課

題
解

決
先

進
枠

」
の

見
積

額
に

つ
い

て
は

、
各

部
局

の
裁

量
的

経
費

の
見

直
し

等
に

よ
り

見
積

限
度

額
か

ら
削

減
し

た
額

の
１

．
５

倍
ま

で
見

積
も

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
ま

す
。

（
２

）
国

に
お

い
て

は
「

中
期

財
政

計
画

」
を

前
提

に
、

無
駄

づ
か

い
の

根
絶

や
不

要
不

急
な

事
務

事
業

の
徹

底
的

な
見

直
し

を
通

じ
、

歳
出

全
般

に
わ

た
る

改
革

を
進

め
て

い
ま

す
。

県
に

お
い

て
も

原
点

に
立

ち
返

り
、

事
業

の
実

効
性

や
費

用
対

効
果

、
優

先
順

位
を

検
証

し
、

事
業

の
必

要
性

に
つ

い
て

県
民

の
皆

様
に

十
分

説
明

で
き

る
よ

う
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

あ
わ

せ
て

、
時

間
外

勤
務

縮
減

の
観

点
も

踏
ま

え
、

事
務

事
業

の
徹

底
的

な
見

直
し

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。

（
３

）
裁

量
的

経
費

に
係

る
予

算
額

の
総

額
に

つ
い

て
は

、
予

算
見

積
限

度
額

を
設

け
ま

す
の

で
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
各

部
局

で
事

業
の

優
先

度
を

的
確

に
判

断
し

て
、

予
算

の
重

点
化

と
効

率
化

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

財
源

を
最

大
限

有
効

に
活

用
す

る
観

点
か

ら
、

予
算

執
行

や
決

算
の

状
況

、
監

査
結

果
な

ど
を

確
実

に
予

算
見

積
り

に
反

映
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
事

業
の

執
行

を
常

に
見

据
え

て
、

事
前

に
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

市
町

村
及

び
関

係
団

体
等

と
の

調
整

を
確

実
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

（
４

）
投

資
的

経
費

の
う

ち
公

共
事

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

厳
格

な
選

択
と

継
続

事
業

の
見

直
し

、
さ

ら
に

は
公

共
工

事
の

コ
ス

ト
縮

減
へ

の
取

り
組

み
を

徹
底

す
る

一
方

で
、

全
国

で
も

遅
れ

た
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

加
速

す
る

た
め

、
安

全
・

安
心

な
暮

ら
し

を
支

え
る

命
の

道
や

、
産

業
振

興
、

観
光

な
ど

地
域

活
力

の
向

上
を

図
る

上
で

必
要

な
基

盤
整

備
を

集
中

的
に

行
い

、
事

業
量

の
確

保
に

も
努

め
て

く
だ

さ
い

。

（
５

）
公

的
サ

ー
ビ

ス
の

分
野

は
、

民
間

の
力

を
活

用
で

き
る

開
か

れ
た

も
の

で
あ

り
、

今
後

も
県

民
の

皆
様

と
の

協
働

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
引

き
続

き
行

政
組

織
の

効
率

化
に

努
め

る
と

と
も

に
、

委
託

が
な

じ
む

と
判

断
で

き
る

業
務

に
つ

い
て

は
積

極
的

に
外

部
委

託
を

推
進

し
て

く
だ

さ
い

。

（
６

）
公

社
等

外
郭

団
体

に
関

す
る

予
算

に
つ

い
て

は
、

改
革

に
係

る
基

本
方

針
や

そ
の

後
の

状
況

を
踏

ま
え

、
各

団
体

の
財

政
状

況
を

精
査

し
た

上
で

、
自

主
財

源
の

確
保

や
管

理
的

経
費

の
縮

減
と

い
っ

た
観

点
か

ら
見

直
し

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。

― 109 ―



（
７

）
特

別
会

計
の

予
算

に
関

し
て

も
、

事
業

の
効

率
化

や
経

費
の

徹
底

し
た

見
直

し
に

併
せ

て
、

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
を

抑
制

す
る

な
ど

、
一

般
会

計
の

負
担

の
軽

減
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

２
 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
継

続
的

な
業

務
改

善

施
策

を
よ

り
一

層
充

実
・
加

速
さ

せ
る

も
の

、
よ

り
良

い
方

向
へ

と
軌

道
修

正
す

る
も

の
、

大
胆

に
見

直
し

を
図

る
も

の
な

ど
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、

議
会

で
の

議
論

、
関

係
団

体
や

「
対

話
と

実
行

」
の

取
り

組
み

、
産

業
振

興
計

画
フ

ォ
ロ

ー

ア
ッ

プ
委

員
会

な
ど

の
意

見
も

踏
ま

え
た

事
業

と
な

る
よ

う
、

継
続

的
に

業
務

改
善

に
取

り

組
み

、
そ

の
結

果
を

予
算

に
反

映
し

て
く

だ
さ

い
。

３
 

予
算

見
積

限
度

額
の

例
外

に
つ

い
て

予
算

の
見

積
り

に
当

た
っ

て
は

、
従

来
ど

お
り

予
算

見
積

限
度

額
の

範
囲

内
で

計
上

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
ま

す
が

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

対
策

を
推

進
す

る
た

め
重

点
的

に
実

施
す

る

事
業

（
新

規
事

業
あ

る
い

は
継

続
事

業
の

拡
充

分
等

）
や

国
の

経
済

対
策

に
よ

り
積

み
立

て

ら
れ

た
基

金
事

業
終

了
後

も
引

き
続

き
必

要
な

事
業

、
年

度
間

の
経

費
に

大
き

な
差

が
あ

る

も
の

な
ど

、
真

に
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
予

算
見

積
限

度
額

を

超
え

て
見

積
も

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
、

当
初

予
算

編
成

の
過

程
で

事
情

を
考

慮
し

た

う
え

で
、

別
途

調
整

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。

４
 

そ
の

他

（
１

）
国

の
予

算
の

大
幅

な
見

直
し

や
地

方
財

政
計

画
な

ど
の

動
向

を
見

極
め

つ
つ

、
的

確
な

予
算

の
見

積
り

を
行

い
、

年
間

総
合

予
算

と
し

て
編

成
し

て
く

だ
さ

い
。

（
２

）
県

税
や

使
用

料
・

手
数

料
な

ど
の

収
入

未
済

額
の

縮
減

、
貸

付
金

等
の

債
権

管
理

の
徹

底
、

あ
る

い
は

遊
休

財
産

の
処

分
計

画
に

沿
っ

た
売

却
の

促
進

に
努

め
る

な
ど

、
財

源
の

確
保

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。
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